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表 紙 の 説 明

ベ トナム中部海岸 (ニャチャン)「アオザイを脱いで」

この作品は私が 10年前にベ トナムで撮影したものである。ベ トナムは戦争までフランスの植民地であつ

たので、今でもフランス文化の香りが強く残つていた。暑い国であるにもかかわらず、若い女性はパリモ

ードの洋服を着て日焼けしないように幅広のつばの帽子 をかぶ り長い手袋 をはめて、颯爽 とオ

ー トバイを乗 り回 していた。ベ トナムの伝統衣装は中国服に似たアオザイであるが、日

本の着物同様着ている女性はごく少なくなつていた。

ヨ |1 信二  (昭 28学 電 )

表紙 の題字 は杉 山 六 郎会員 (昭 24専 舶 )
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第27回 多賀工業会東京支部総会開催のご案内
1 .

2 .

平成 19年 10月 13日 (上)午 後 3時 から

上野精養軒 (右図参照)

東京都台東区上野公園 458

電話 0338212181(代 表)

交 通

:」 R上 野駅公園日下草徒歩 5分

:京成線京成上野駅下車徒歩 5分

:東京メ トロ銀座線 日比谷線上野駅下車

西郷隆盛像から徒歩 5分

3.会  費  10,000円 (当日受付にて申し受けます)

4.講 演会 演 題  「脳梗塞の実態 と

その予防について」

(午後 4時 ～ 5時 まで)

講師 堤  裕 氏

(昭 30新 潟大学医学部卒)

講師略歴等は下記をご覧下さい。

5,懇 親会  (午 後 5時 00分 ～ 7時 ごろまで)

6.写 真展 総 会の会場内に展示 します。

(写真部員以外の会員からの出展をお待ちしてお ります)

7.お 願い 出 欠のご返事は 9月 28日 (金)ま でに同封のハガキにてお願いします。

なお、出欠にかかわらず、お手数でも同封の振込用紙にて、年会費 2,000円を

お振込みくださるようお願い申し上げます。

8.お 問い合わせ先

駒場 方 耀  (昭 38学機)TEL:0426658387

広瀬 行
一 (昭 38学 電)TEL i 0297 78 8737

時

所

日

場

０ヽ一「一一ヽ
０一■一≡一「章

祖講演ピ
講 師  多 摩平成 クリニ ック院長

医学博 士

堤 裕  氏

「脳梗塞の実態 とその予防について」

ご専門の脳外科の立場から高齢化に向けての

健康管理についてお話をお願いしました。

[紹 介者 !玉 川  信 二 (昭 28学 電 )]

講 師 略 歴

昭和 24年  旧 制水戸高等学校 1年 終 了〉

(学制 改革 による)

昭和 30年  新 潟 大学 医学部   卒 業

昭和 31年  東 京 大学 医学部第一外科入局

昭和 43年  東 京 逓信病院  脳 神経科部長

平成 8年 3月   定 年 退職

平成 13年 4月  勲 3等 瑞 宝章

平成 8年 9月 よ り 18年 8月 まで

太 平洋セメント側 医事顧 問

平成 19年 4月  多 摩 平成 ク リニ ック院長

つ え



第 26回 東京支部総会に当たつて

支部長 近江 義 勝 (昭 28学 機 )

本 国は本部 より寺 門龍
一
(昭 25専 電 )多賀工

業会々長を始め 8支 部の幹部の方々のご出席頂き、

有 り難 く厚 く御礼申し上げます。先ず東京支部の

現況を申し述べます と他支部同様に出席者の減少

に悩んでお ります。支部会員は東京、神奈川地区

ではつきりしている分で約 2,40 0名です。

H18年 度の会報発送数 1,29 2の うち、転居先不

明で戻つたものが 44あ りま した。この うち約 4%

(5 6名 )の 方が今 日ここに出席 され、13%( 1 6 9

名 )の 方から欠席の返事があ りま した。そ して残

りの 83%( 1 , 0 6 8名 )の 方々か らは回答があ りま

せんで した。本 日の出席者の内訳は工専卒 13名 、

学部卒 43名 ですが 39年 以降の方は 15名 です。

39年 以降の皆様にもう少 し頑張つて貰いたい と

思います。次に 5学 部同窓会連合会について簡単

に経過を申し述べます。5学 部 とは多賀工業会、

人文学部、理学部、教育学部、農学部の事です。

平成 17年 12月 に学長 よ

り各同窓会長 に召集 があ

り、連合会設 立要請 を受

け、 先 月 30 日  (土 ) に

水戸駅前の三の丸ホテル

にて設 立祝賀 ノく―テ ィ
ー

が催 され ま したこ東京支

部 か ら 5人 出席 して欲 し

い と要望があ りま したが、

私 と三本木幹事長、上月副幹事長の 3人 が出席 し

ま した。私達が
一番危惧 していますのは、多賀工

業会の財産 として約 1億 6千 万円の残金が狙われ

流用 されるのではないか と云 うことです。50周 年

記念事業の寄付の際、目標 5,60 0万円に対 し 2億

3千 万円の寄付があ り、種々出費があ りま したが

本 国現在約 1億 6千 万円の残があ ります。

以上簡単ではあ りますが支部長 ご挨拶 とし、詳

細については寺門会長 よりお話頂 くことにいた し

ます。本 日はどうも有難 うございま した。
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第 26回 東京支部総会報告
小宅  仁 (昭 36学 電 )

多賀工業会東京支部第 26回 総会が上野公園の

高台に位置 し、鹿鳴館時代の華やかな雰囲気を今

に伝える上野精養軒で開催 された。出席者は 65

名 (内来賓 9名 )であつた。

本総会は国立大学独立法人への移行後の諸活

動のあるべき姿に、会員の注 目が集まつている中

での開催 となつた。

開会の挨拶に続き、近江支部長 (B召28学 電)の

支部長挨拶 (このページ上段)があり、引き続き祝

辞を述べ られ る多賀工業会本部の寺門龍
一会長

(昭25専電)に、全体の流れのご説明を依頼すると

共に、多賀工業会の蓄積 された諸資産を効果的に

活用するようお願いした。

多賀工業会本部の寺門龍
一会長は祝辞の中で、

大学が独立法人化された環境での発展のために、

考えるべき諸活動や改革について言及 し斯様な必

然性から、

(1)大 学は地域 と
一体 となつた活動による財

政強化のため、経済活動推進社会連携事業会な

る組織を設立した。

(2)ま た、多賀工業会は経済活動をする法人へ

の変革を目指すため、大学職員で無い会長が必

要であり、理事長制から会長制 とした。

(3)更 なる強化のため、茨城大学の同窓会の強

化 をもくろみ、同窓会連合会が平成 18年 9月

30日 に結成 された。

(4)こ の連合 によ り強い茨城 大学 同窓会 がで

き、また同窓会は大学の発展のため、財政的協

力 も必要になつて くる。

(5)こ の よ うな状況下において、多賀工業会の

保 有す る諸資産 を大学及 び茨城 大学 同窓会 の

発展に寄与 させたい。

との説明があつた。

引き続 き議事 に入 り、活動報告、同好会報告、

会計報告 &監 査報告及び支部体制報告があ り、全

ての項 目について承認 され、総会 は終了 したc

引き続き講演会が開催 された。広瀬勇二氏 (昭

40学 電 )の話演内容は素晴 らしかつた (概要は次

ページに掲載)。大学改革においては、卒業生の

活躍 t)大学の評価の
一部を成すこととなるので、

大変心強い内容であつた。ライフサイクルマネ
ー

ジメン トなる概念のもと事業展開 し、産業界で或

功を収めた活躍は賞賛すべきことであるを卒業生

各位が自らのため努力する中で、また大学に貢献

することになるのではないかと信 じる次第であるこ

懇親会は、新規に参加の方、来賓の方、ご高齢

の先輩入 り乱れて和気議々の中に進められ、恒例

の校歌や寮歌等の大合唱で総会を締め括った。

また恒例の写真の展示も行われ、参加者に感動

を与える作品が多数展示 された。尚その中の何点

かは水高美術展に出展 されたc

( 2 )





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総会出席者：（写真出展者とも敬称略） 
＜来賓＞ 9名 
寺門 龍一 本部 会長（昭 25専電） 
檜山 邦良 千葉県支部 支部長（昭 30学機） 
上田 正雄 埼玉支部 幹事長（昭 37学電） 
小室 敏之 水戸勝田支部 副支部長（昭 30学機） 

高田 勲  静岡支部 支部長 （昭 37学機） 
桐敷 忠雄 栃木県支部 副支部長（昭 35学金）
佐藤 博  いわき支部 支部長（昭 33学電） 
相原 一彦 仙台支部 副幹事長（昭 54学機） 
本告 光男 中部支部 支部長代理（昭 22専電）

 
玉川 信二（昭 28 学電）
藤田 史郎（昭 28学電） 
佐藤 久弥（昭 30学機）
石川 英二（昭 30学原）
鈴木 日出男(昭 30学原）
三本木 武（昭 30学金）
瀬在 城雄（昭 31 学原）
山崎慎一郎（昭 31学原）
矢野 睦男（昭 32学原） 
小室 秋生（昭 32 学電）
田崎 耕八（昭 32学電） 
山下 正明（昭 32 学電）
佐藤 馨 （昭 33短電） 
粕谷 宏夫（昭 34学原）

 
千葉 克男（昭 34 学電）
高野 久弘（昭 35学機） 
上月 秀俊（昭 36 学機）
真下 知行（昭 36 学機）
小宅 仁 （昭 36学電） 
佐藤 栄一（昭 37学電） 
阿部 徳治（昭 37学化） 
駒場 方耀（昭 38学機） 
兼子 八郎（昭 38学電） 
小林 渡 （昭 38 学電）
高萩 隆司（昭 38学電） 
橘  弘 （昭 38学電） 
広瀬 行一（昭 38学電） 
原 俊彦 （昭 39学電） 

 
飯野 嘉郎（昭 40学電） 
岡野 克彦（昭 40 学電）
曽我 道春（昭 40学電） 
新田 峻一（昭 40 学電）
広瀬 勇二（昭 40学電） 
一重 兼三（昭 40 学化）
高久  洋 （昭 40学化）
大泉 雅靖（昭 40 学精）
寺  紘一 （昭 40学精）
菅谷 禎男（昭 42学機）
石川 久 （昭 44学子） 
飯塚 英一（昭 46学電） 
鳥居塚 卓（昭 54学精） 
東  学 （平 08院生） 

＜会員＞ 56名 
林 義雄 （昭 16専原） 
依田 連平（昭 17 専金）
山本 栄治（昭 18専機） 
山田 実 （昭 18専金） 
杤本 二郎（昭 17 専原）
柳田 裕美（昭 19専精） 
立花 浩 （昭 22専機） 
幸道 貞一（昭 22専通） 
飯島 公正（昭 23 専原）
荒川 宣夫（昭 23専通） 
斉田 耕平（昭 23教電） 
渡邊 貢 （昭 26 専原）
菊池 玲二（昭 26専通） 
近江 義勝（昭 28学電） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
展示写真： 
出展者  作品題名（撮影場所） 備考  ※：水高美術展出展 
斎田 和夫（昭 28学機） 遊び疲れてチベット（ヤムドク湖） ※ 国際サロン展入選 

パン職人（パキスタン・ペシャワール市内） ※ 
妙なる楽の音（同上） ※ 
カシミヤ羊 （同上） ※ 

玉川 信二（昭 28学機） 

工事現場  （同上） ※ 
捕れたぞ（芦ノ湖箱根園湖畔） ※ 菊地 玲二（昭 26専通） 
息吹き（伊豆城ヶ崎） ※ 
甲羅干し（ネパール・カトマンズ近郊） ※ 北本市芸術祭出展 鈴木 日出男（昭 30学原） 
岸辺（同上） ※ 北本市芸術祭出展 

瀬在 城雄（昭 31学原） 金閣寺（京都）  
十勝連峰（北海道・富良野）  
岩稜に咲く（北海道増毛・暑寒別岳）  
朝もやの彼方に（南アルプス・聖岳）  

田崎 耕八（昭 32学電） 

雨にも負けず（南アルプス・荒川東岳）  
お兄ちゃんと一緒 
（ネパール・カトマンズ近郊） 

※ 平成 15年度埼玉県展入選 阿部 徳治（昭 37学化） 
所属：埼玉支部ワンダーフ

ォトクラブ 惜秋（軽井沢） ※ 埼玉県コダック支部展出展 
微笑み（こどもの国） ※ 
ショウーゲームの淑女たち 
（ニュージーランド・クライストチャーチ）

※ 全写連神奈川本部 
4月度月例会入選 

小林 渡 （昭 38学電） 
(4)  

 
 

疾走（馬事公苑） ※ 全写連旭支部 
10月度月例会一席入選 



平成18年度多賀工業会東京支部会計報告

収入の部                  平 成18年4月1日～平成19年3月31日     (単 位 :円)

費  目 18年度予算 実 績 増 減 摘  要

総会会費 800,000 660,000 -140,000 参カコ65(来 賓9)名 、祝儀 1

年会費 600,000 616,000 16,000 252夕名308口

本部援助金 250,000 250,000

広告料 40,000 30,000 -10,000 2件

寄付その他 70,277 70,277 寄付70,000、利思277

前年度繰越金 654,926 654,926

合  計 2,344,926 2,281,203 -63,723

支出の部

総会費 700.000 605,722 -94,278

総会場 ・懇親会費 519,807 会場変更により前年比約87,000増

その他諸費用 85,915

会報費 600,000 502,521 -97,479

会報諸印品r費 315,420 1300部発行

会報配送費 139,700 発送部数1270部

その他諸費用 47,101 原稿収集費

会議費 100,000 54,030 -45,970 定例4回

交通費 185,000 124,270 -60,730

本部 ・支部総会参加交通費 101,210 本部 ・7支 部総会参加

一般交通費 23,060

交流費 235,000 221,972 -13,028

本部 ・支部総会参カロ会費 90,000 本部 ・7支 部総会への参加交流

同好会援助 80,000 4支部対抗ゴルフ ・支部内の同好会ヘ

雑費 51,972 支部HP設 定、校歌CD製 作、

繰越金 524,926 772,688 247,762

合 計 2,344,926 2,281,203 -63,723

以上の通 り報告致します。

平成19年5月 26日

上記の通 り適切である事を認めます。

平成19年5月 30日

会計幹事      上 月 秀 俊
電露抄

監 事        榊 原 康 夫

監 事        小 宅  仁

平成 19年度多賀工業会東京支部予算案

収入の部                   平 成19年4月1日～平成20年3月31日     (単 位 :円)

④
③

費  目 19年度予算 増 減 摘  要

総会会費 800,000 会費10,000×80名

年会費 600,000 年会費2,000×300日

本部援助金 250,000

広告料 40,000 4イ牛

前年度繰越金 772,688 117,762

合  計 2,462,688 117,762

支出の部

総会費 700,000 前年度並

会報費 600,000 倉u刊10周年記念号発行

会議費 100,000

交通費 190,000 5,000 本部 ・9支部総会へ参加

交流費 250,000 15,000

次年度繰越金 622,688 97,762

合  計 2,462,688 117,762
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[特集]東京支部会報第 10号 !

その歩みを振り返つて見る

☆ 裏 表紙に既発行会報の表紙写真を

掲載しています ☆

会報創刊号～3号

支部長 近江義勝(昭28電 )

同好会の囲碁、ゴルフ、山遊会、

写真部は年々充実してまいりました

が、総会は逆に年々減少しておりま

す。振り返つてみますと平成 9年 秋

に各年代別に同級生をとりまとめて

いる人達に幹事になつて貰うべく第

1回 卒 (昭和 16年 卒)以 降の方々か

ら 1～2名 の同窓生が東篠会館に参

集し打合せ会を行いました。36名 の

参加を得て貴重なご意見を頂きまし

た。その中で依田連平 (昭17専 金)

さんより支部会報を発行せよとの提

案があり、石川守竹 (昭 24専 舶)

さんをチーフとして準備開始、幸い

にして小生が懇意にして頂いていた、

本部鈴木理事長 (昭39学 機)、水戸

勝田支部山本支部長 (昭 20専 通)、

千葉県支部三幣正人支部長 (昭 24

専機)、埼玉支部吉成理支部長 (昭

28学 電)の 他、小白井和典 (昭 28

学機)さ ん、橋本久美 (昭28学 電)

さん及び提案者の依田さん等に原稿

をお願いし何とか 12ペ ージの創刊

号が発行出来ました。表紙の 「多賀

工業会東京支部会報」の題字は石川

さんと同級の杉山六郎 (昭24専 舶)

さんにお願い致しました。

続いて 2号 、3号 と石川さんが担

当され、年を追う毎に内容が充実し

てきました。2号 (20ページ)か ら

は編集部で東京、神奈川の名所など

を写真にとつて表紙に使 うようにし、

カラーとしましたので一段と見栄え

が良くなったと思います。

平成 11年 5月 には多賀工業会 60

周年記念総会が東京支部総会と合同

して箱根芦ノ湖園 (東條会館直営)

にて開催されました。翌年第 3号 は

千葉県支部の原田正夫 (昭16専 精)

さん、東京支部の山本栄治 (昭 18

専機)さ ん、前東京支部長の渡辺益

男 (昭19専 精)さ んの 60周 年記念

総会関連記事の他に、東京支部の渡

邊貢 (昭 26専 原)さ ん、若手では

柴野直樹 (昭 63学 金)さ ん等々に

加え石川編集長までが寄稿 して 32

ページの大冊子を作 り上げました。

こうして出来た 3号 ではゴルフ同好

会や囲碁同好会が発足したことなど

も報 じています。

会報 4号 ～6号 (各号 24ペ
ージ)

副支部長 鈴 木 日出男 (昭30学 原)

残念なことに石川さんが病に倒

れられましたので、編集者の後任を

きめる会議が平成 12年 9月 19日

しk)15時から東條会館で開催されま

した。事前に渡辺前支部長から私が

指名されましたが、「大役なので引き

受け出来ない」旨申し上げましたと

ころ、「石川さんが病身でも引継ぎに

来るので黙つて引継ぎを受けなさ

い」と云われました。石川さんは周、

子さんに支えられて会議に参加され

「4号 の表紙は逍逢歌のイメージで

作りたい」と情熱的に語られたこと

は今でも忘れられません。その年私

がネパールに滞在中に石川さんが鬼

門に入られ、遠い異国からご冥福を

祈りました。

ネパールから帰国後私、三本木武

(昭 30学 金)さ ん、溝日知昭 (昭

32学機)さ ん、大原節 (昭38学機)

さんの4名 が4号編集担当委員とし

て選任されスター トしました。

幸いにも三本木さんは新聞社に

勤務していた経歴があり、割付のベ

テランだつたので心強い思いを致し

ました。「石川さんが編集した会報に

負けない作品を作りたいJと の思い

で編集作業を行い、表紙の写真は会

報の 「顔」なので選定には神経を使

いました。

亡き石川さんの 「4号 表紙は逍逢

歌のイメージ」との思いを実現すべ

く、「桜の江戸城田安門」を撮影 して

斎田和夫 (昭 28学 機、日本写真作

家協会 (JPA)理 事)さ んに監修 し

て頂きましたが、以後も指導をして

・・・はじめに '・ ・

会報第 10号 発行を記念して創刊に至った経緯から

筆を起こし、先輩諸氏の吉労話とか笑うに笑えない

エピツー ドまでをも掘 り起こして記録しておこう

ということになり、歴代編集長 (初代は故人となら

れたので支部長代筆)が 担当して書き表してみるこ

ととなりました。(編集室)

頂きました。皆様方のご協力により

4号 会報が完成した時は内″卜「ホッJ

としました。

5号 編集委員には山崎慎
一郎 (昭

31学 原)さ んも加わり、各支部との

関係を緊密にするため「支部めぐり」

をシリーズで掲載する企画を採用し

て、より充実した内容にすることが

出来ました。表紙には 「おばあちゃ

んの原宿」と云われている高岩寺(巣

鳴のお地蔵さん)を 選定しました。

6号 編集委員には若い世代を代

表していた大原さんが四国へ転居し

たので、同世代の兼子八郎 (昭 38

学電)さ ん、小林渡 (昭 38学 電)

さんの2名 を加え6人 体制で制作に

当たりました。新たにこの年山遊会

や写真同好会が発足しましたので、

これらの記事も力口わるようになり、

内容も洗練され紙面がますます賑や

かになりました。表紙写真は横浜港

に係留されている 「日本丸」としま

した。七つの海を航海していた日本

丸も引退し、現在も海員の練習船と

して活躍しているので、多賀工業会

会員も日本丸同様まだまだ老いず、

社会に役立つよう頑張つて行きたい

という思いで選定したものでした。

会報発送は工専卒は渡邊貢さん、

大学 28年 卒から37年 卒までは私、

38年 卒以降は清日知昭さんの 3名

で 1,200部 を分担し、各自自宅で宛

名カードを貼り、封筒に会報を入れ

て糊付けしましたが、部数が多くて

重いので車で郵

便局まで運びま

した。発送作業

は実に 3日 掛か

りでした。

特に新卒担当の溝 口さんは会員

の住所を把握するのに吉労していま

した。

会報 7号 ～9号 (各号28ページ)

編集室長 兼 子人郎(昭38学電)

7号 から菅谷禎男 (昭42学 機)さ

(6)





[特集]支 部の活性化と会員拡大の方策
～各支部長アンケートから～

副支部長兼幹事長

=本木 武 (昭30学金)

支部会報は、

その地域や地

区に在住 ・在

勤する同窓会

員への情報発

信 と交換の媒

体として役立

つているだけ

でなく、会員

相互の親睦と支部の清性化をはかるため

に不可欠なものとなつています。

小生は今までに、多賀工業会の全国

14支部のうち関西、鹿行、中国四国、九

州支部を除く10支部の総会に出席して、

何処の支部からも異口同音に 「支部の活

性化と会員の増強 (特に若手会員の参

力日)」ヤコ悩んでいることを伺いました。

第1表 多賀工業会全国支部の主な内容(組織
・構成)

また、今まで 「支部会執 に掲載してき

た 「支部めぐり (千葉県、埼玉、水刃勝

日、栃木県、いわき)」の内容にも同様な

ことが記載されています。

東京支部は、今年 「支部会報」を発行

して10周年という節目の年を迎えま坑

これを記念して、全国の各支部長からも

意見を伺って 「支部の活性化と会員拡大

の方策Jと 題する 「特集号」を作成する

ことにしました。関係者の皆さまにとつ

て少しでも参考になれば幸いです。

[1]各支部の組織と構成
最近の各支部の内容 徳珊逆柚萌 お

よび活動状況はどうなっているのか?ア

ンケート調査を行いました。その結果は

下記の第 1表に示す通りです。

この表からもわかるように、年会費を

徴収していない支部が3支吉口(日立綜

合、中部、九州)が あり、中部と九州は

会報も発行しておりません。

また、総会の開催時に出席者を増やす

ために実施している講演会もやつていな

い支部が3支部 0餞行、中国四国、九州)

あります。

同好会を持たない支部も5支部 (関西、

中部、中国四国、九州、日立綜合)あ り

ますが、日立綜合は同好会活動を企業支

部に一任しており、
一部では活動してい

るようです。

こう見て来ると各支部とも多少の相

違はありますが、多賀工業会の目的であ

る 「会員相互の親睦をはかり併せて母校

の隆昌に寄与する」ことに少なからず貢

献していると思います。

[2]支部の活性化と

会員拡大の方策
支部を清性化するためには、何と言つ

ても、その地域の構成会員が相応に多く

なくてはなりません。

☆  (10頁 上段★印⌒続く)

(平成19年6月)

支部名 千葉県 関西 埼玉  1 水 戸勝 田 静 岡 東 京 鹿 行 栃木県 いわき 仙 台 中部 中国四国 九 州 日立綜合

設立年月日 昭3125 昭4 5 1 1 2 3 昭5 0 1 0 1 3  昭 5 1 1 1 1 3 昭5 3 1 2 1 1  昭 5 6 6 2 7 昭5 6 1 0 1 7 昭5 9 3 ‖ 昭6084 昭6 Ⅲ6 1 5  1 昭 6 3 8 1 昭 6 3 1 0 2 3  平 2 5 1 9 平5216

所在地 〒271-0093

松戸市小山

523-3サング

リーン松戸B
-303

〒5 9 4 0 0 4 1 1 〒3 3 5 0 0 1 2

大阪府和泉 1戸田市中町

市いぶき野 214-31
3511306 上 田正雄方

〒3100005

水戸市水府

町1544-3茨

城電話工業

(株)内

〒435-0056

浜松市小池

田T2798-1

寒風沢毅方

〒11 3 0 0 3 2

文京区弥生

2-8-6

〒3 1 4 0 0 1 2

鹿嶋市平井

1298-29

〒32300421〒 9733204

小山市外城 い わき市平

234   字 新町102

小幡勲方

〒981-3204 T476-0033

仙合市泉区 東 海市荒尾

寺岡5109 町 北遠鐘10-

手塚秀方  41

|

広島市東区

牛日早稲田

2-15-17

大分市松岡

490-3

片山貴嗣方

日立市相賀

町181

佐々木興業

(株)内

支

部

役

員

支部長
樽山邦良

(昭30学機)

大和国武義

(昭32学電)

及川紙

(昭38学金)

野口恵伺

(昭30学機)

内山岩男

(昭30学電)

高田勲

(昭37学機)

近江義勝

3      2

寒風沢 毅  三 本木 武

(昭41学機)(昭3ギ控聖

時

＜昭４３学金＞十
「
「

慶木伸好 ‐

＜昭４５学金＞‐

ヤ

］

(昭4 2学化) (昭 3 5学電)

1 1

(横|(鶴)
3

手塚 秀   菅 谷伸 夫

(昭4 0学電) (昭 4 5学機)

長沼 静

(昭38学金)

4

高村正和

(昭42学電)

9

呼‐＜昭３‐学機ｊ一　一『∞十・

磯崎公郎

(昭35学原)

9

佐々木幸一

(昭53学校)

副支部長人数 2

伊勢山宏

(昭40学 化)

6

上 田正雄

(昭3 7学電)

3

神部 隆

(昭33短電)幹事長

今事人数

手間会議回期 9 7 5 6 3 3 6 2 2 2

連絡先電話番号
047-365-

3943

0725-56-

6528

048-446-

0500

029-224-

2000

OS3-464-

3060

03-38ⅢⅢ

7088

0299-82-    0235-22-

5303    1    3625

0246-23-

3223

022-878-    052-601

1574        1665

082-223-

2601

097-520-

2906

029-421

6424

名簿会員数 1 172 450 2000 340        2400 500 448

会

費

手会費(円) 2000 2,000 2000 2000 2000       2000 2,000 2,000  1  2000 2000    な し なし なし

ln入者数 200 29               _

会

報

頁数 約 3 2 なし

発行部数
2回で

3ヽ00 キ稀 1 拓0 1200 1,300 500 なし 500

発送部数
4月 575

10月 625
4 5 0 /回 1100 1250 115

総

会

関

係

」席者数

内訳

32

工専 9

大学 21

短大 2

23

工専 2

大学 24

院  2

４９
専

学

大

工
大

短

50

工専 10

大学 27

短大 13

３

２‐

‐

２５
葺
や
院

69

工専 11

大学 56

短大 1

院  1

室1隷
３７
車
押
院
他

30

工専 2

大学 2 3

工専 6

大学 22

院 3

専

学
工
大

工専 2

大学 11

７

７２

６

‐５

環
や
厭
院

俗会費 (円) 10000 10000 10000 6000 1 1 0 0 0 0
6000 7000 3!000 5,000 8000 5000  1  8.000 6000

会場 東天紅 ホテル ホール ホール
そ

貧聖

度

 1上
野精養軒 ホテル ホテル 報徳苑

ハーネル 1愛 工大本山

仙台  十 キヤンパス
ホテル   ホ テル ホテル

請演会の有熱 有 有 有 有 有 有 なし 有 有 有 有 なし なし 有

講師
同窓生

茨大OB
同窓生 茨大OB 同窓生 不 定

同窓生

茨大O B

同窓生

地域著名人

同窓生

その他
同窓生 同窓生

同窓生

茨大OB

同

好

会

会

員

数

ゴルフ

な

し

40

むさし野会

36

越碁会

4

33

ワンダーフラ

ト

40

真弓会
8

3

18 トレッキ
ング

‐３

　

一　

　

８ 6

9釣 り

イ号サ)

有志で実施

な

し

な

　

　

　

し

な

し

同好会活動

は企業支部
こ一任してい

る
目碁

非句 5釣 り

5歩 会

２４

遊山

古
【

5

その他
26

元気会

5

快舞会

6

クルージング

( 8 )



第2表 各支部の運営と活性化のための方策

支部

試 岡 ①、年会費納入会員を増
やすにはどうすればよい
か。

り、牛栗年度別の軒
事をどう選んだらよい
か。

∪、同狩家へのグ刀HX

員を増やすにはどうした
らよいか。

U、林芸田応石を現何田
席者数よりも増やすにはど
うしたらよいか?

り、衷性宏貝り珍"Hを促
すにはどうしたらよいか?

∪、その他参考になると思われる
意見等があればどんなことでも結
構ですからご記入下さい。

千票 県 1、同好会を通じ、会良同
志の接触の機会を増
やす。
2、会報で活動をPRして
関心をもたす。
3、愛校の気風(精神)を
醸成する。

卒業50年、30年など
節目の会員を総会に
特別招待し、歓迎の意
を表して祝賀行事を組
み、ここで幹事を選出
する。

1、熱心なリーダーが必
要(例:俳句会は師
匠がいないと成り立
たない)
2、家族の参加を認め
交流を拡げる。

1、総会だけでは一般に出
席率は落ちる。
2、懇親会が付かなければ
もつと少なくなる。
3、講演会(恩師)などで呼
び込む。

1、複数の女性会員を幹華
にし、その幹事から女

性会員を誘つて賞う
(夢である)。
2、一般的に会費などを割
安にする優遇処置をし
て誘導してはどうか。

1項の補足として母校愛、運帝
感、プライドがうすれ、利己的で他
人のためには働かない傾向にあ
る。大学教育の課程で母校の伝統
を伝え、課外活動を通じ、協同体滝
識を育むことが必要。

関 西 文剖S家報ほ宏貿翻人、
非納入に関係なく発送(郵
便振込用紙同封)している
が、効果は芳しくない。

特に卒業年度別に
選んでいない。積極的
な人に頼んで幹事に
なつてもらつている。

昨年ゴルフ会を企画し
たが、会員が集まらず
困つている。支部として、
これから同好会につい
て考えて行こうと思う。

1、平成年度卒業者は、会
費半分にしているが集
まらず書労している。
2、昭36学電の人達4～5人
がミニ同窓会として参加
している。

関西支部には女性会員
が殆どいない。

4項の補足として同学科や同学
年の人達のミニ同窓会(特に懇親
会で)として毎年参加してもらうのt
一つの方法であると思う。

埼 玉 会敢での呼びかけ(ラF納
入会員には届かない)だ
けでなく、活動状況を知ら
せる文書を送り、関心を引
き付ける。

各卒業年辰 (クラス

月1)の幹事に各支部活
動への参加を呼びか
け、参加者の中から適
当と思われる人に委
嘱する。

4項に関連するが近隣
支部と相互乗り入れして
でも各同好会の参加会
員数を増やし、活動状況
を会報で宣伝する。

講師選定に工夫を凝らす
こと、同好会活動が活発に

行われていることを示すこ

とが重要な要素となりうる。

女性会員というより会員
の奥様の参加を認めるこ
とも考慮されてよいのでは
ないか。

3項 に関連するが会員の多様な
ニーズに応えるためにも出来るだ
け同好会の種類を増やすのも一方
法かと考えられる。例えば既存のモ
のに加え、園芸クラブ、パソコン同
好会などである。

水 戸勝 田 会報に会員の声や会賢
の納入状況を掲載して関
心を持つて貰う。また会費
納入者が減少しないよう
に考えなければならない。

幹事会での検討事
項であり、会費納入者
や総会に出席している
会員に対し、支部長又
は幹事長が幹事に

なってもらうお願いに

当たる。

同好会は組織力が
あつても、リーダーヘの
依存度が大きいので、
支部としてはリーダーヘ

の支援とその育成が必
要である。

会場は果まり易い駅何近
に設定し、会費も抑えて会
員が溶け込める雰囲気の
中で開催出来るよう計画
し、多数の会員に参加を呼
びかける。

「自主的に参加して良
かつた。また参加してみた
い。」と思えるような会にす
る。そのため、良い企画を

考えていかなければならな
いと思う。

会員名簿(更新を含む)は、本部
を通して出版社サラトから市町村
別、卒業年度順の名簿を出して貰
い役立てている。
支部役員で特に支部長・幹事長は

後任がいれば2期で交代し、新たな
編成で会の活性化を図って貰う。

静 岡 蕊芸栗円の=面 上で芸
費納入を強く訴えると共
に、未納者には再度督促
状を送る。

10年毎に各科別を発
えたい。

支部会員は現役組の
比率が高く、まだ時間的
な余裕がなく、同好会参
加は当分望めない。

開催地を特定せず、また

興味を引きそうな催し物を
追加したい。

1名のみ名簿上在籍する
ものの応答なし。特に考え
ていない。おそらく年齢的
に結婚されていると思われ
る。

東京 1、軒事 の卒 栗年次 、
~F

科 の会 員に対 して入

会を働きかける。
2、会報発送先の適正化
を再検討。
3、同好会の参加者への
入会促進。

1、昭和45年卒 (60歳)
を中心に幹事を選
ぶのが最良策。
2、本会に関心の強い

リーダーやキーマ
ンを選んで呼び込
みを行い会員を増
やす。

会を力強く引つ張つて
行くリーダーを探し、そ
の人旅を中心に会員の
増強を図る。同好会の
参加者には出来るだけ
総会に出席してもらうよ
うにする。

魅力有る各種のイベン

トを開催すること。
議演会もその例、講師
は現役同窓生が良い。
周年幹事に総会の運
営すべて(出席会員集
め)を任せる。

1 女性1～2名を核とした女
性だけのサークル(旅行・

グルメの会といつたもの)
を立ち上げて誘いをかけ
てみてはどうかと思う。

1、企菜ベースで会員の増強を凶
る。(日立綜合支部の例)
2、同期会が参加率の高いことに

着目し、同期会と同窓会の連
携を図る。
3、同好会 (趣味の会)を核として

先輩と後輩との交流をはじめ

支部の活性化を図る。
鹿行 直接会員に声をかけて
いる。

若手を中心に幹事役
を引き受けてもらう。

処取の特■を生刀`した
同好会を増やす。支部と
して湖水を生かしたョット
クルージング会を実施
中である。

隅 桑別 、芸在 別 、地域 別

こまとめ声をか けあう。

栃木県 幹事等と面識の有る未
加入者の一本釣り。
会報など情報連絡時の呼
びかけと確認を行う。

牛 来 年 度 別 フン ク

(3～5年間隔)で選
同好会での回コミ。支
部としては活動の支援
(お金、情報の連絡な
ど)を行う。

幹事、出席経験者による
勧誘。
情報連絡のアピール。
壮年会員の悩みに答えそ
先輩会員の人生経験談。

女性会員を支部役員に

する。
職業(仕事)、企業(会社)地域で
の仲間で同窓生グループを作つて

強化していく。同級会では良く集ま
る(4割近い参加)がどうして総会に
は集まらないのか、その訳は?

いわき 職域分会、地域分会の

設定(今年度総会時に提
案の予定)

年廣別は考えていな 総会、会報などでのP
R。

職域、地域分会活動の活
性化。

登録会員に女性はいな

仙 台 会報の充実。
会報への積極的投稿依
頼。

できるたけ看年層の
幹事を増やす。

云員を赳味の同町芸
に引き入れて年会費の
納入や総会に出席を促
すための同好会であつ
てはならない。あくまでセ
同好の集まりでよい。少
なくとも活動する。

幹事の呼びかけ、同紋生
の声かけにより、新規出席
者を一人でも多く増やす。

ズ 任 芸 員 は Z名 、既 婚 と

思われる。
当支部では意味なし。

1、新卒看名簿の入予万法の模討
が必要。会員は減少の一途。
2、総会出席者数は、年間の同好
会活動などが増えれば減少し
てくる傾向がある。しかし年間
トータルでの参加人員増で活
動評価すべきである。

中 郡 卒 家 寅 な し。

(会報を発行していないた
め、会費徴収を断念し
た。)

卒業年度と学科を振
り分けている。総会の
出席率の高い人を重
点に選ぶ。

同好会なし。
(但し、有志でのゴルフ

などあり)

名案なく困つている。
幹事が知人や同じ会社の
後輩に声をかけているのが
現状である。

名簿上では5名ほどいる
が、常時1名は参加してい
る。
これも名案はない。

会員名簿を平成16年まで2年に1
回発行し、唯一の活動らしくしてい
たが、個人情報保護法問題でこれ
も中止している。何とか新入会員α
名簿が手に入らぬものか。皆さんと
取り組んで行きたい。

中国 四国 総会に参カロした人は必
ず会費を納入して下さる
ので、人脈を活用し参加
者を増やすのが良いと考
える。

家fI関運、子科、平年な
どの人脈で電話をしている
が、参加者が少なく悩んで
いる。

網人会費肉でやつている夏部な
ので、会報も最低の費用で作成し
ている状況。小生が幹事長をして
支部を作つた関係で活動している
が、後継者も不安である。

九 州 若子会員(昭30～50年)
の関心を集めるために商
談会のような場所にして、
出席者を増やしたい。

基本的には大手企
業の役職者を中心に

幹事をしてもらいたい

が、会には欠席する人
が多い。

各県毎に小エリアで集
まることで会合の数が提
やせる。

同 左 小エリア毎に経済効果がある者
同志が連絡を密にとり、少数の会
合を繰り返す方が良い。エリアがメ
きすぎると会合場所が遠く行けなく
なる。行つて良かったと思う商買の
話が出来る会にしたら良いと思う。

日立 標合 年会費の徴集はしてい
ない。
当支部は15企業支部と
日立南・中央・北の3支部
計18支部から成る総会参
加者の会費及び広告協賛
金(協賛者)を増やすこと。

企業支部をとりまと
めた綜合支部の為幹
事選任は企業支部に
一任し、力量のある幹
事を目1支部長に昇任
している。

各企業支部がそれぞ
れ活動しており、綜合支
部としては同好会がなし
ので、コメントできない。

企業の統廃合に伴い企
業支部数が減少傾向にあ
り、新入会員の増加も期待
が薄く、企業に'弔属しない
会員の掘り起こしが必要。

毎年1名の出席あり。先
ず女性会員のリストアップ
で積極的なリーダーを探す
こと。まだゴルフ程度は催
すべきか。

当支部収入の科目別比率(H18
年度)は総会費54%、広告協賛金
24%、本部補助金14%、その他8%で
ある
昭60年以降卒の若年会員(総会
出席比率20%強)の要請により、母
校との交流のため、H17年度総会
から教授の研究を演題とする議演
会をはじめた。

(9)



☆ (8頁 第1表の右上★印から続く)

また、その運営資金も潤沢とまでは行

かないまでも、必要最低限の資金は確保

しておく必要があります。

そのため支部としては年会費、役員 ・

幹事、総会、同好会の4本柱はしっかり

としなければなりませれ これらについ

ての各支部のアンケート結果は前頁の

第2表に示す通りです。

1.      を 増やすには

どうすればよいか?(支 部の運

営資金を安定させるため

まず会員に対し、会報とホームペー

ジの両面から支部の活動状況を知ら

せて、関心を持つて貰うことで坑

また、同好会を通じて会員同士が接

触する機会を出来るだけ多くして、本

会を知って貰う努力をする必要があ

ります。

このようにして支部の存在を知り、

関心を持つた会員に対しては、会費の

納入、未納入に験 なく、有効に会報

を発送 (郵便振込用紙同封うすべきだ

と思いま丸

新規会員の発掘については、取り敢

えず支部役員 伊請帳 、副支部長、幹

事長、幹事など)の 卒業年次、学科の

会員に対して早急に入会を働きかけ

て貰うべきであろう。

日立綜合、中部、九州の3支部は年

会費を徴収しないで支部の運営をし

ているが、誠に立派なことであり、羨

ましい次第です。

2.勤 の幹事をどう選んだ

らよいか ?鱒 を中心に会員を

樺 批 め

幹事は支部の運営を担う重要な役

害Jを持つ会員なので、昭和45年卒 G0

歳)前後の会員を中心にして、本会に

強く関心を持つキーマン的存在の会

員やリーダー格の会員を卒業年次別、

学科別に探し出すことだと思います。

例えば、企業 徐御 での役職経験

者とか、クラス会 (同期会)の世話役・

幹事と言つた会員の方に幹事をお願

いする方法もあります。

3.同好会への参加を増やすには

どうしたらよいか?
趣味の同好会は、支部の活動を渚性

化するための基礎になつているよう

に思いま坑

会員は同好会には入 り易いので組

織はできても会を引っ張つて行くリ
ーダーが少なし、従って各同好会は強

力なリーダーを選出し、その人脈やグ

ループに呼びかけ、日込みなどにより

更に会員の増強を図るべきです。

また、近隣支部と同好会の相互乗り

入れを行い、参加会員との情報交換な

どで会員を増やすのも滑性化の
一方

法だと思います。

既にうレフは水刃勝日、千葉県、埼

玉、東京など4支部 (栃木県が参加し

て5支部のこともある)懇親会があり、

囲碁は千葉県、埼玉、東京の3支部に

加入した会員がそれぞれの支部の大

会に参加し合っており、更にこの3支

部から代表を定めて旧水戸高等学校

欲大の前身の
一つ)の OBと の親睦

囲碁対抗戦なども実施されるに至っ

ています。更に写真同好会も埼玉支部

のワンダーフォトと交流を始め、撮影

会や作品批評会における相互乗り入

れが始まっている他、旧水戸高等学校

OBと 共催の 「水府美術展」に出展す

るなど多大な成果を収めています。

今後とも支部同士での意見交換は

積極的に行い、良いアイデアがあれば

共有して行くようにしたいと思つて

おります。

同好会を持たない支部は、その地域

の特色を生かした同好会を立ち上げ

られる事をお薦めします。鹿行の湖水

を生かしたヨットクルージング会は

その好例でしょう。

いずれにしても、同好会の参力略が

総会を盛り上げてくれることを望ん

でいます。

4.総会出席者を現行出席者より

増やすにはどうしたらよいか ?

総会は支部にとつて年 1回の最大

イベントです。何としても現行出席者

数を越えなければなりませれ それに

は次のような方法が考えられます。
・・・・・やつてみてはどう力ヽ

①各幹事に会員名簿から同期生をピ

ックアップして出席を呼びかけて

讐寺う。

②総会の懇親会にクラス会 (ミニ同期

会)を 組み入れてやつて貰う。

③同窓生の沢山いる企業 (会社)の 役

職渚 (同窓匂 にお願いして、会社

の同窓生に総会への出席を依頼し

て貰う。

もちろん、総会には従来通り講演会

と懇親会を切り離さず行います。た

だ講師には出来るだけ若手同窓生

を招き、苦労話とか体験談を話して

貰う工夫が必要のように思いま坑

最近、埼玉と東京が総会の会場内で会

(10)

員の撮った写真の展示会を行つており

ます。これが大変に評判が良く出席者

に請けておりますので、他支部にもお

勧めいたしま坑

5,女性会員の参加を促すには

どうしたらよいか?

会員名簿に女″性会員が居れば会報

を送付し、脈 (感触)が あれば声を

力村ナてみます。

女性会員は、す般的に会費などの優

遇措置が考えられているので本会で

も考えま坑

女陰 員のリーダー格を決めて、女

性だけのサークル (旅行、お茶、グ

ルメ会といつたもの)を 立ち上げ、

日込みとか呼び込みで入会を勧めて

行きます。

今後は女性役員の誕生が楽しみで

丸

6。その他

今回のアンケート第2表 ⑥項に記

入されている各支部の意見を是非ご

覧下さい。参考になる点があると思

います。

ここで、新入会員の名簿の入手方法

についての質問が有つたのでお知ら

せします。

本部事務局 (電話 0294364617)

を通して依頼すれば、名簿出版社 「サ

ラト」から都府県、市区町村別、卒

業年次別の名簿を出して貰えます。

若千諸費用がかかります。

[3]むすび
支部の悩みは集約すると、年に1回開

催する総会にどれ位の会員が出席してく

れるか? 年 会費を納めてくれる会員が

どの位いるか? と いうことではないだ

ろう力、

これには正解もなければ妙薬もない。

同窓会が老人会とならないように、若

手会員を集めたらどうかとか、色どりに

女性会員が集められたらというのは、余

りにも夕古息な手段ではないだろう力、

本質は母校への愛や衆情があって、連

絡があれば集まって来るということを望

みたいが、これは夢のまた夢です。いず

れにしても、これらの重責は
“
団塊の世

代 GO代 )の 同窓生
"に
お任せすること

にしましょう。

最後にお
″にしい中を時間を割いてアン

ケートにご協力下さいました支部長、幹

事長の皆様に対し、心より厚くお礼申し

上げます。



前支部長 渡辺益男氏の

ご逝去を悼む

広瀬 行 一 (昭 38学 電)

2月 26日 、東京支部

2代 目支部長の渡辺益

男氏 (写真左 )が 82

歳でご逝去 されました。

心か ら哀悼の意を表

し、ご冥福をお祈 り致

します。東京支部が、

まだ会 として正式に組

織化 されていなかった

頃、渡辺氏は今では故

人 となられた東條氏、石井氏、藤村氏、曽根氏 ら

や林 (24専金)氏 、市島 (18専金)氏 、近江 (28

学電)氏 、鈴木 (30学原)氏 らと時々、同窓の集

ま りを開いてお られま した。やがてこれが母体 と

なって、埼玉、千葉県両支部のお骨折 りを頂き、

正式に東京支部が発足いた しま した。渡辺氏は常

にその中心にな り、会の運営のために労力のみな

らず、私財 をも投入す る等、ご尽力 されてお られ

ま した。

氏は昭和 19年精密機械科を御卒業後、東京高等

工業 (現東工大)の 建築学科に進み、若 くして渡

辺建築事務所を設立されて、「ホング」「小西六」

な ど優良企業を顧客に持ち、今 日の業容を築かれ

ま した。 19年 精密には、埼玉の柳 田氏、「日立」

の元取締役の岡部氏、「蛇の目」の口中氏 ら鉾々た

る面々が揃ってお られ、後輩の面倒 も良く見て下

さいま した。私 も会に出席 し、そこでお知 り合い

になれた渡辺氏に媒酌の労を取つて頂き、お陰様

で結婚 40周 年 を迎えることが出来ま した。氏は館

林市出身で地元の中学の同窓会長を長 く務めてお

られ、他にも会社の業界関係の要職なども引受け、

多忙を極めてお られま したが、持前のファイ トと

おお らかな性格で夫々の任務を遂行 されてお りま

した。

私は個人的にも鈴木氏や吉成氏 と度々ゴルフに

誘 って頂き楽 しい想い出として残つています。渡

辺氏のご活躍の陰には素晴 らしい奥様の存在があ

りま した。公私に亘 り御多忙であった氏 を支 え

つ ゝ、氏のご両親を最後まで介護 されお二人のお

子様を立派に育て上げられ、氏が病床に伏 されて

か らは献身的な看病を続けて居 られま した。

大先輩を失つた悲 しみは深いですが、東京支部

発展の為に尽力する事が氏の思に報いる事ではな

いか と考える次第です。 合掌

ホームページ編集室から
H P編 集委員  矢 野  陸 男 (昭 32学 電 )

多賀工業会東京支部のホームページも 2004年

10月 開設以来、総会の案内 ・報告、幹事会の報告

などに加え各同好会か らのお知 らせ、活動報告な

どを掲載 し、ページ数 も約 90ペ ージ。アクセス

者数 も、約 3,00 0とな りました。

HP編 集室 としてはこのホームページが会員へ

の情報連絡の場 として、少 しでも役に立てばと思

い、最新の情報を迅速に掲載す ることに主眼をお

き、文字なども大きく読みやす さに心がけ制作 し

てお ります。

昨年までは本部サーバーの一部を借用 し運用 し

てお りま したが、今年 より商用サーバーを借 り、

独 自 ドメインも取得 しま した。また、埼玉支部に

も呼びかけ、同じサーバーを利用 していただくこ

とにな り、それにともないURLも 次のように変

更にな りま した。

東京支部 URL:ht亜 ://tOL空.tattakttk.com/

埼玉支部 URL:http:〃 saitama.tattakttk.cO m/

その外、必要有れば独 自にメー リングリス トの

開設。メールア ドレスの取得 も可能 となっていま

す。

Eメ ールで多数の方に同時に連絡する場合、宛

先に送信先全員のア ドレスを記入 して発信 してい

ませんか、個人情報保護の点か ら注意が必要です。

宛先または CCに ア ドレスを記入す ると記載 され

た方全員に配信先全員のア ドレスを教えることに

な ります。最近迷惑メールが非常に増えています。

対策 として 自分のア ドレスを変更す ることが有

るかもしれませんが、そのような場合、変更通知

のメールの宛先または CCに ア ドレス帳全員のア

ドレスを記入 しないように しま しょう。

このような場合には宛先には自分のア ドレスを

記入 し、BCCに 配信先全員のア ドレスを記入 しま

す。そ うすれば個人情報を漏 らす ことを避 けられ

ます。

トップページに編集室宛 WEBメ ールが設定 さ

れています。みなさまのご意見を待っています。
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山形、庄内地方の春 

—学童期の追憶をもとに— 
粕谷 宏夫（昭 34 学原） 

§まえがき 

人は誰しも、常日頃様々な事に思いを巡らせな

がら生きているものと思う。そんな中に、瞬時に

過ぎ去ってしまうもの、永く居続けるもの、或い

は繰返し去来するものもあれば、当に千変萬化で

ある。私には、時に触れ、折りに触れて憶うもの

の中に、生まれてより小学校卒業迄を過ごした我

が故郷
ふるさと

がある。 

その私を惹きつけて離さぬ最たるものは、めり

はりに富んだ四季と風物にあるものと思う。併も

年経れどもその魅力は一向に衰えを見せない。 

その庄内とは、吾妻連峰を源とする日本有数の

大河、山形のシンボル的存在である最上川の最後

の流域が、県の西、日本海に面した庄内平野であ

る。庄内地方は、最上川の水の恩恵による日本の

代表的穀倉地帯として知られている。 

平野には北部、最上川河口の港町として発達し

た商都酒田市と南部には庄内藩十四万石の鶴ヶ岡

城を中心に栄えてきた庄内の中核都市鶴岡市とが

ある。 

余談ではあるが、鶴岡出身の時代小説作家、藤

沢周平の作品の舞台にもなっている海坂藩、それ

は取りも直さず庄内藩であると云われている。 

§庄内の春 

私の生れ育ったのは、前述の両市の中間、遮る

ものとて無い庄内平野のど真ん中の町、余目
あまるめ

町で

ある。さほど積雪は多くはないが、雪を伴った風

の強い事では日本の中でも名にし負う。一昨年末

に町内で発生した不幸な列車転覆事故は未だ記憶

に新しいところである。 

１）雪割り 

冬も終りに近付くと、流石に強風も鳴りをひそ

め、急に辺りが静まり返り薄日さえ漏れ始める。

そうなると、いよいよ待ち焦れた春の到来である。 

人々は生活に、農作業に邪魔以外の何ものでも

ない雪を除去し土を見たい、踏みしめたいとの思

いに駆られる。人々は踏み固められて氷の様に堅

くなった家の前の道路の雪を、頑丈な専用のスコ

ップで割っては捨てるのが春先の行事であった。

我々子供達も当然の如くその手伝いをした。そし

て地面が乾くのが待ちきれず、外の空気を一杯に

吸いながら春の遊びの一つである「こま」回しに

興じたものである。 

２）雨垂れ 

太陽が顔を覗かせる事が多くなり、陽射しも

徐々に強くなると、屋根の雪解けが始まる。家の

周りのそこかしこで単調な雨垂れの音がひねもす

聞こえ、時折ドドーと音を立てゝ落ちる屋根の雪

に、春眠の夢が掻き消される。こうなると春の足

音も本物と云えることになる。 

今でも、こんな春の温もりに満ちた穏やかな昼

下がりに思いを馳せると自然と眠りに入れるから

不思議である。 

３）早春賦 

冒頭に述べた繰返す追憶の中に忘れ得ぬ歌が

ある。それは吉丸一昌作詞、中田章作曲の名曲「早

春賦」である。此の度発表された、文化庁など主

催の「親子で歌いつごう日本の歌百選」にも入っ

ている。 

父は旧制中学、高等学校では生物の教師であっ

たが音楽好きで、よくレコードやオルガンで音楽

を聞かせてくれたものだった。その父が、春未だ

浅き折、家の側の雪解け水の流れる小川の辺りで、

「春は名のみの、風の寒さや・・・・」と唄って

くれたのが懐かしく思い出される。 

４）陽春の輝き 

自然の輝きとか、美しく輝く季節とか言う表現

は耳にもし、口にもするが、併し庄内地方の春を

語る時、それでは物足りぬものを感ずる。田植え

のこの時期、人も町も勿論自然も全てが躍動感に

満ちている。平野の北には残雪を頂く鳥海山、東

の月山は白く輝き、何処までも続く田畑の水面は

眩しく陽光を映し、空気までが白く煌めいている

ように感ずる。 

§むすび 

春を迎える喜びや感動、それは厳しい冬を体験

して始めて感じ取り語り得る事では無かろうかと

思う。拙文を最後までお読み頂き、有難うござい

ました。 

 
著者のプロフィール  
1959(S34)：精密切削工具メーカー入社  
1979(S54)：金属加工機メーカーに転職  
1989(S64)：電気機器メーカーの管財人に就職
1994(H06)：前期金属加工機メーカー監査役  
1995(H07)：同上顧問  
1999(H11)：退任。現在に至る  
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大学雑感
矢鳴 固 男 (昭 38学 精)

*精 密 工学科
一回生

私は、 国召和 34年 に力予

設 された精密工学科 1回

生として入学 した。当時

の 日本経済は、朝鮮動乱

を契機に急速に復興 し、

昭和 31年 の経済白書で

は「もはや戦後ではない」

と発表、 日召和 34J卒4月

には、今上天皇 と美智子 さまのご結婚、翌 35年

には、東京オ リンピックの開催が決定す るな ど、

日本 中が好景気 に沸 き立ち、三種の神器 といわれ

た 白黒テ レビ ・電気洗濯機 ・冷蔵庫等が量産 され

始めた時代である。 し か し、生産手段は人手によ

る旧態依然 とした ものであ り、
一部に、カムな ど

による装置単体の 自動化が見 られ る程度であった。

当時は、コンピュ
ータとか トランジスターは、ま

だ普及 されてお らず、次世代 を担 う新技術である

として、世界中の研究機 関 とか大学が競って実用

化研究 をし始めていた。その様 な時代の要請 を受

けて、精密工学科は新設 されたわけだが、新設の

認可が遅れ、確か、入学願書を出 して しまつた後、

受験 当 日、会場で第
一志望 を精密工学科に書き換

えた よ うに記憶 している。また、新設学科であっ

たために、当時、サ
ーボ機構 の 自動制御 による 「な

らい旋盤」で歯車の加工精度が世界
一 を誇 つてい

た東京工業大学精密工学研究所で卒論 を取 ること

が許 され、貴重な体験 もした。

ソフ トウェアな どとい う名称す らなかつた時代

であるか ら、教科内容は機械 工学 をベ
ース とした

制御 工学、システムエ学であ り、それ に電気磁気

学、電気回路論等が必須 として加 え られていた。

後に新設 された、システムエ学科、情報工学科 と

は全 く異なつた性格だつた と思つている。

*専 攻 学科 に よ り考 え方 が異 な る

当時の 「精密」は、機械がベ
ースあり、考え方

とか手法は機械屋的に育ったが、大学での専攻が

機械 とか電気に分かれることにより、不思議 と考

え方 とか手法が違ってくるようである。機械屋は、

実際の現象を全て理論的に整理することは不可能

で、近似解が得 られれば最高だと教えられる。電

気では全 く逆に、理論が現象より優先 されるよう

である。そのため電気屋は、理論に自信を持つて

いる人が多いように思 う。確かに、電気分野では、

理論或いは設計内容に対 して実験或いは試作結果

が異なつた場合、実験をや り直す とい う。このよ

うな場合、機械屋は実験結果に合わせて理論或い

は設計を変えるものだと思つている。この辺が「機

械は学問ではない」 と言われる理由だと思 うが、

良し悪 しではなく、この根本的な違いは確かにあ

ると、古希を迎えた今、つくづくと思 うのである。

大学卒業後も、その専門の仕事に携わる人が多い

から、専攻 した専門分野の考え方や手法が、その

人の人生の基礎 となつている。大学での生活は、

いろいろな意味で重要なのだと改めて思 う。

*考 え方 、手法 が役 に立った

大学卒業後は、NTTに おいて通信システム造 り

の仕事に携わ り、その後は、NTTと は全 く異なる

発電機やモータの製造会社の経営再建を託 された

が、いずれにおいても全体をシステムと捉え、事

実を優先 して近似解を得るとい う機械屋の考え方

が大いに役に立った。無論、大きな失敗 も何度 と

なく経験 したが、その際もシステム的な捉え方 と

機械屋の発想が解決の原点になったように思つて

いる。NTTと 合計すると45年 以上にわたる仕事

中心の忙 しい生活であつたが、悔いのない人生を

送ることができたと思つている。

*文 明の進化 に精神 が就 いてい けない

少 しでも便利に楽になるようにと、私もその
一

翼を担つてきたと自負 しているが、反面、自然破

壊、環境汚染に気付き、世界規模で問題解決に取

組みはじめている。 しかし、それ以上に問題なの

は、文明の進む速 さに精神が就いていけなくなつ

たことである。「キレる」「自殺」「いじめ」「子育

て放案」「親殺 し/子 殺 し」「虐待」など、殆 どが

精神不安に起因しているように思えてならない。

人間だけが傍若無人に振舞い過ぎて、既に、人間

自らが自然洵汰の道を突き進んでいるように思え

てならない。贅沢とか便利 さは程々にして、文明

の行き過ぎにブレーキが必要だと思い始めている。

著者 プ ロフィ
ール

1937年  長 野市に生まれる

1963年  電 電公社 (現NTT )に 入社

1990年  画 像電信事業部長を最後に退社 し、

信濃電気l■lに入社

1992年  信 濃電気硼代表取締役社長

2006年  全 事業をl■lディスコに譲渡

2007年  信 濃電気隅清算予定

生涯テーマ 子 育て (父性の役割)

趣味    テ ニス、囲碁、油絵

|
|
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支部総会の思い出
菊池規子 (平4短 化)

日立綜合支部総会に参加するきつかけとなったのは、

職場の上長からの案内でした。

☆ 初めて参カロした時 ☆

上長より支部総会の案内があり、「参加しませんか。私

も参加しますので。」という笑顔の後押し (?)半 分と、

好奇心の半分で参加申し込みをお願いしました。

支部総会は平日の夕方より開催されるので、この日は

就業時間終了のチャイムが鳴ると、すぐに机上を片付け、

会場へ向かいました。会場は私の職場から車で 30分 程

かかるので、支部総会参加を理由に早々に職場を後にし

ました。(仕事とは直接関係しませんが、何と言っても上

長公認ですから♪♪)

この頃は私も独身で、電車で通勤していたので、電車

と徒歩で会場へ向かいました。初めての支部総会参加で

『わからない時は上長を頼れば何とかなる』と頭ではわ

かっていても、内心 ドキドキしながらの移動でした。ま

た、同じ会社の方も何人か出席される、という事は伺つ

ていましたが、直接ご縁が無い方たちばかりでしたので、

楽しみ半分、緊張半分の移動でした。

会場のホテルに到着し、受付を済ませ、支部総会が開

催される部屋を教えて頂き、部屋に入ろうと入日のドア

を開けると.… 既 に到着されている方の雰囲気に圧倒

され、入日から中に入る事が出来ず、障曙していました。

上長のエスコー トにより何とか中に入る事ができ、上長

の隣に座り、総会開催の時亥Jを待つていました。

総会は始まりましたが、何もかも始めての事で、話が

右の耳から左の耳へ抜け.… あまり理角年できないうちに

総会が終了。引続き懇談会となり、和やかな雰囲気に包

まれましたが、やはり緊張は解けず、食事やお酒はおい

しいのですが、『普段より』は遠慮気味に頂いていました。

その様な心境でしたが、お酒が入つた事もあり、上長を

介して周りの方と少しずつ会話が出来る様になりました。

緊張も懇談会が始まった時に比べると少なくなり、徐々

に皆様と和やかに会話を楽しむ事が出来る様になった事

を覚えています。

この時だつたでしょうか、私の所属する会社の初代社

長も参加されており、その方が上長と会話を楽しむ為に

席を移られ、上長が緊張しながら昔話に花を咲かせてい

る横で、私も緊張しながら少しだけ会話に参力日した記
1店

が残つています。

この当時は私も非常に (1?)若く、ある方から見れば、

娘か、孫か、という年齢でもあつたので、皆様から多く

のお心遣いを頂いた事も覚えています。(懐かしいですね

え.…)

☆ 参加回数が増えてきて ☆

この様に、初参加の頃を思い出すと、『まぁ、何てし

おらしい (!!)』と我ながら苦笑が顔に出てしまいます。

(20代 だった事もあるかもしれませんね。)そ れから

何度か出席させて頂きましたが、回を重ねる毎に私の顔

も覚えて頂き、自然に声を掛けて頂ける様になりました。

更には 『明日は出席できないから宜しく !』と出張先

の上長よりお電話を頂いた事もありました。

(初参加の頃の待遇はどこへ行つたのやら)

それでも、支部総会の開催日を心待ちにしていたのも事

実です。

皆様にお会いできる事、普段では聞く事が出来ないお

話を伺える事、普段お会いしない方が多いので緊張はし

ますが、それでもその方達と多分野に渡るお話を伺う事

ができる事に楽しみを覚えています。

☆ 今年の予定 ☆

つい先日、いつもの笑顔で 『総会なんだけど』とお声

を掛けて頂きました。

今年は『多賀工業会本部総会』と『日立綜合支部総会』

が同時に開催されるとの事で、非常に楽しみにしていま

した。是非参力日したいと考えておりますが、子供の行事

と重なっており、現在調整中です。(初参加の時は独身で

したが、現在は小学 3年 の子供を持つ母となっておりま

す。)

☆ まだ、参加 された事のない方へ ☆

『総会』と聞くとかしこまつた雰囲気を考えられると

思いますが、懇談会は和気議々と楽しく過ごす事ができ

ます。また、色々な方 (年齢、お立場、職種など)と お

話をする事ができますので、是非、
一度は参加されるこ

とをお勧めします。

そうする事により、これまで知りえなかつた事に出会い、

同じものでモ)違った見方ができ、新しい発見をする事が

できますよ。

☆ 私事ですが.… ☆

最近の私は、仕事上、色々な事に携わっております。

最近の出来事では、職場のボウリング大会の幹事を担当

しました。その時の参加者は91名 で、ボウリング場が

貸切となった程の盛大ぶりでした。この写真はその時の

ものです。 (中央に写つているのが私です。)

著者プロフィ
ール

平成4年  短 期大学部工業化学科卒業

同年   (株 )日立エンジエアリングサ
ービス入社

平成 10年  出 産&育 児休暇

平成 12年  職 場復帰

現在   『 上長』と同じ職場で執務中
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定年技術者の

ボランテイア体験記
伊藤征洋 (昭 42学 電)

平成 15年 3月 、 3 6

年 間勤 めた電機 メ
ーカを

定年退職 した。再就職先

を探す よ りも、今 までの

経験や技術 が役 に立てば

と思い、 JIC A (独 立

行政法人国際協力機構 、

発展途上国向け ODAや

人材派遣等を行つている。外務省の所管)の シエ

アボランティアに応募 して、昨年までの 2年 間、

カンボジアの技術専門学校で、電子工学の講師 と

技術ア ドバイザ
ーを勤めて来た。団塊の世代が退

職後を迎えた昨今、定年後の生き甲斐にと希望 し

ている人が多い と聞いてお り、拙の体験記が諸兄

のご参考になれば幸いである。

1.現 役 時代 の技術 経験

卒業 した昭和 42年 、大手電機 メ
ーカに就職 し

た。その頃は、 TIが 最初にデジタル ICを 開発

し (国産メーカは 2年 遅れた)、デジタル時代の幕

開けの時期であつた。仕事は、郵便番号の読取区

分機の開発である。 この機械は、ポス トに投函 さ

れた (郵便局の窓 口に持込まれた)、業書や手紙の

向きを自動的に揃え切手を消印 した後、 5桁 (現

在は 7桁 )の 郵便番号を読取 り、行先別のポケッ

トに区分す る機械である。 これには、切手を判別

する色の識別技術、郵便番号を読取る光学技術、

手書数字を識別する認識技術、郵便物を行先ポケ

ッ トまで搬送する制御技術等、電子、電気、光学、

機械等、それぞれの要素技術の開発か らスタ
ー ト

した。毎 日が深夜迄の残業であつたが、若輩の技

術者には勉強 と感動の 日々であ り、この時に無我

夢中で習得 した技術 と経験が、その後 30余 年間

の技術者 としての活動の礎になつた と言える。

2.定 年 後 の技術者 の活 路

最近、団塊世代の技術者 より活路について相談

を受けることがある。私の定年の頃は、就職氷河

期で、定年後の再就職は厳 しい状況であつた。 」

ICAが シエアボランティアを募集 していること

を知 り、調べたところ、技術関係の職種 も多 くあ

るので応募 した。経験や抱負についての小論文を

提出し、語学テス ト(英語)と 面接 を受験 したが、

案ず ることはなかった。最近は、語学が現地語指

向とな り、 2ケ月 (私は 1ケ月)の 語学訓練 (カン

ボジア語)が 派遣前研修に用意 され、より平易に

参加できる仕組みになった。諸兄も定年後の活路

の一案 として、ご検討 されては如何であろ うか。

3.現 地 での活動

JICAか ら指示 された派遣先は、第
一希望の

カンボジア国立技術専門学校であつた。同国の教

育省か ら、①専門科 目のカ リキュラムの改善、②

実習の技術指導、③先生、生徒
への技術相談 と指

導、等の要請を受けた。配属 された学校は 日本の

工業高校程度のレベルであつた。講義は技術書の

内容を黒板に書 くだけ、実技は電気製品の修理が

主体で、実験や発表等、生徒に興味を持たせ る取

組みが無 く、まずは、この方面からの改善をする

活動 目標を設定 した。又、マイ ヨンの授業が無か

ったので、学科 と実習に 60時 間のカ リキュラム

を新規にスタ
ー トさせた。紙面の関係で詳細は害J

愛するが、教材の作成、実験設備や部材の購入、

研修会の開催等、 目標はクリア
ー出来た。経費は

」 ICAよ り、年 に機材費 4,00 0ド ル、活動費

2,00 0ド ルが支給 され、費用の面での苦労は しな

かった。

4.所 感

当初は、定年後の暇つぶ しになればと思い応募

したのだが、その様な考えは通用 しなかつた。学

校では、先生や生徒への応対、宿舎に帰ると、イ

ンターネ ッ トで技術情報の検索や資料の手配等、

定年間際の時より運かに多忙であつた。 し か しな

が ら、役に立った時の彼 らの笑顔は何物にも変え

がたかつた。ボランティアの立場から無給ではあ

るが、 」 ICAよ り (潤沢 といえぬが)宿 泊費 と

生活費が支給 され、生活に困ることは無い。同窓

諸兄のこれまでに習得 された経験 と技術が、発展

途上国に還元 され ることを切に期待 したい。

昭和 42年  茨 城大学工学部電子工学科卒業

同年 東 京芝浦電気 (現東芝)に 入社

平成 15年  東 芝を定年退職

同  16年  」 ICAよ リカンボジアに派遣

同 18年  海 外技術者研修協会専門家講師

(連絡先 :yit O @ c a m e o . p l a l a t  o r . j p )
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東京支部総会参加の魅力

鳥居塚  卓 (昭和 54年 学精 )

☆  今 まで東京支部総会 に参カロしなか つた訳

茨城大学を卒業 してか ら、東京に来て 27年 が

経過 しました。その間、多賀工業会の東京支部の

会報が定期的に来ていま した。 しか し、 目を通す

程度で興味があ りませんで した。会報を見ると、

上の世代の方が参加 されていることがわか り、参

加 しても話す話題 もない し、参加する意義 もない

だろ うと考え、参加 してきませんで した。

☆  参 加す る気持 ちに変 わ った理 由

それな りのことは、やつて来て、充実感 を感 じ

ていま した。 し か し、最近は、物足 りなさを感 じ

ていました。

このような時期に、多賀工業会・東京支部から、

「産業界で活躍 している多賀工業会会員の皆 さん

へ」とい うタイ トルで手紙が来ま した。その中に、

PFU社 の広瀬氏の講演会が役 に立つ とい う案内

と、ネ ッ トワークの拡大が期待できるとい う文章

があ りま した。

先輩の話が聞けることと、人のネ ットワ
ークの

拡大により、今考えていることの回答を探す機会

ではないかと考えました。知 らない先輩方がたく

さんいますが、今までとは違ったものが見えて く

るのではないかと考え、参加することにしま した。

☆  参 加 した感想

参加 した感 じでは、参加 している方 との年代が

離れていて、大先輩ばか りで、何を話 してよいの

か、とても困つて しまいました。しか し、先輩が、

暖かく話 しかけて下さいま した。お話 しを聞いて

みると、現役 として、仕事をされ、今でも活躍 さ

れていることが分 りました。また、60歳 過 ぎて、

茨城大学に行き、研究 して卒業 した方がいたのに

は、とても驚きま した。

また、期待 していた PFU社 の広瀬氏の話演は、

参考にな りま した。講演の中で、紙 より電子デ
ー

タの方が安全であるとい うこと。それは、アメリ

カで ビルに飛行機が突っ込んだテロだつた とい う

ことです。安全 と思つていた紙の書類が燃 えてな

くなつて しまつたことで、アメ リカでは電子化す

る必要性を認識 し、紙を電子デ
ータ化する需要が

増えた とい うことです。紙を読み取 り電子化す る

のが、広瀬氏の PFU社 で した。 これは、我々も

紙で、多数の文書を保存 しているので、保管の方

法を変える機会 とな りま した。

☆  参 加 の魅力

講演会後、広瀬氏 とお会い し、PFU会 社に行 く

ことができま した。PFU社 では、読み取 り機の説

明、検索システムなどについて紹介いただきま し

た。 しか し、取引 とい う段階まで進まず、お話を

聞くとい うことで終わっています。また、取引す

る機会があればと、機会を待つてお ります。また、

人の交流の方では、 自宅近 くに先輩が住んでいる

ことが分 りました。残念ながら、その後の交流 と

い うことには、至 りませんで した。先輩の中には、

今でも現役で活躍 されていることがわかつた とき

は、驚きま した。

今回のように、会社以外の人 と話す とい うのは、

外気に1西す ことにな り、自分は何ができるのか と

い うことを探すのに、とても有効だと感 じました。

世代が違えば、考え方や価値観が違います。その

ような人 と話す ことで、自分 とい うことを見つめ

直す機会が与えられたと感 じま した。まだ、自分

に対す る世の流れの要請に気付 くためにも、違っ

た立場の人 と話す ことで、 自分 とい うのを発見で

きるかもしれない と思つています。私 と同 じよう

なことを感 じている方が、たくさんいると思いま

す。魅力的な集まる会になるよう、新 しい方の参

加 を期待 し、本会が今後も継続 し続けることを期

待 してお ります。

著者 プ ロフィ
ール

1979年  茨 城大学精密工学科卒

1981年  茨 城大学大学院精密工学専攻卒

1981年  日 立製作所入社 (東京在勤)

200 3年  ル ネサステクノロジ (日立
・三菱

事業統合により設立)現 在に至る。

督一一！！！手一・・
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平成18年度会費納入者
(敬称略、順不同)

(平成19年5月31日までに納入された方)

* 会 費ご納入有難うございました。納入された方で記載漏

れや間違いがありましたらご寛恕の上、ご連絡下さい。

未納の方はご入金をお願いいたします。

Tel&FAX 045-891-2232(本 名簿作成者:兼子)

氏名の前の回は平成17年度以前分も同時納入の方で中の数字は繰上年数を示します。

氏名の後の○は平成19年度以降分を同時納入もしくは既納入の方で中の数字は前納となる年数を示
します。

昭16専機□大矢 純一

昭16専機 森本 裕

昭16専原 小)|1 義夫

昭16専原 林 義 雄

昭16専精 浅田 敬 二

昭17専機 大野 三 知雄

昭17専機 岡崎 幸 晴

昭17専機 田邊 邦 行③

昭17専原 □久米 武 男①

昭17専原 鏑木 正

昭17専金 田邊 良 美②

昭17専金 依田 連 平

昭18専機 菅原 庄
一①

昭18専機 宮崎 至 誠

昭18専機 山本 栄 治

昭18専精 立枝 茂 男

昭18専金 市島 健 男

昭18専金 山田 実

昭18専電 関根 宗
一

昭18専電 ノ(角 方 二

昭19専原 栃本 二 郎

昭19専原 藤田 勲 ①

昭19専精 J 泉ヽ 篤

昭19専精 渡辺 益 男

昭19専精 柳田 裕 美

昭19専精 柴 敏 夫

昭19専金 大鷹 浩 介

昭19専電 関日 利 男

昭19専通 飯村 売 三

昭19専通 酒井 忠 光

昭20専原 海老原 謙 次郎

昭20専原 友保 伊 弘

昭20専精 山田 初 太郎

昭20専精 田島 廣
一

昭20専電 力口藤 慶 祐

昭20専電 柴 英 雄

昭20専電 柴田 信 夫

昭20専電 都築 久
一①

昭20専通 山本 杢 兵衛

昭22専機 イヽ亀 秀 郎

昭22専機 佐藤 喬 太郎

昭22専機 立花 浩

昭22専原 唐沢 繁 美

昭22専金 明石 和 夫

昭22専金 大河内 栄
一

昭22専通 菊地 契 吉①

昭22専通 幸道 貞
一

昭22専通 ノj 塚ヽ 潔

昭22専通 谷日 貞 作

昭22専通 中村 弘

昭22専通□前日 豊昭

昭22専通 今井 俊 夫

昭22専通 保坂 博

昭23専機 内山 哲 夫

昭23専機 梅口 政 夫

昭23専機 向芝 新 市

昭23専原 飯島 公 正

昭23専原 名島 龍 雄

昭23専金 相澤 力

昭23専金 菊地 秀 利

昭23専金 回村山 昭 平①

昭23専電 塩野 譲

昭23専通 荒川 宣 夫

昭23専通 岡山 保 男

昭23専通 馬場 昭

昭23専通 松沢 清 次②

昭23専舶 森 栄
一郎

昭23教電 斉田 耕 平

昭23教電 千野 吉 治①

昭24専機 イヽ林 長 和

昭24専機 白土 四 男

昭24専機 戸田 慶 昭

昭24専機 若林 麟 介

昭24専精 鳥山 尚 利

昭24専精 平木 康
一

昭24専電 白石 壽 男

昭24専電 前川 信 雄

昭24専通 城田 一 成

昭24専通 戸木 稽
一

日召24専舟白 ノJ 峰ヽ  9ム

昭24専舶 杉山 六 郎

昭24教機 福地 二 郎

昭25専原 忍田 邦 夫

昭25専精 回京野 五
一

昭25専電 高橋 清

昭25専電 村山 錦 右

昭26専原 永山 正 美①

昭26専原 渡邊 貢

昭26専精 関内 正

昭26専通 菊地 玲 二

昭26専舶 井坂 孝

昭28学機 高田 丈 夫

昭28学機 月ヽ白井 和 典

昭28学原 柳沢 裕

昭28学原 山口  茂 男

昭28学電 稲見 孝

昭28学電 近江 義 勝

昭28学電 白瀬 達 郎

昭28学電 玉川 信 二①

昭28学電 橋本 久 美

昭28学電 藤田 史 郎

昭28学電 山崎 恵 三

昭28学電 大森 通

昭28学電 中原 太 平

昭28学金 赤城 清

昭28学金 古市 長

昭29学機 雨澤 道 雄

昭29学機 今村 純
一

昭29学原 石橋 弘 ④

昭29学原 大久保 半 吾

昭29学原 奥野 真 治

昭29学電 森 章 太郎

昭29学金 照沼 清

昭30学機 佐藤 久 弥

昭30学原 石川 英 二

昭30学原 鈴木 日 出男

昭30学電 木村 好 延

昭30学金 黒沢 正 蔵

昭30学金 三本木 武

昭31学機 早乙女 保 二②

昭31学機 横山 亨 夫

昭31学機 新田 和 夫

昭31学原 瀬在 城 雄

昭31学原 山崎 慎
一郎

昭31学電 大内 孝

昭31学電 藤川 俊 明

昭32学機 伊藤 義 次

昭32学機 )|1又 俊 夫

昭32学機 柴田 勇 治

昭32学機 平沢 正
一

昭32学機 構口 知 昭

昭32学原 矢野 睦 男

昭32学原 榊原 康 夫

昭32学電 口日 嘉 男

昭32学電 田崎 耕 人

昭32学電 山下 正 明

昭32学電 回横山 衛 ①

昭32学電 渡辺 英 雄

昭32学電 対ヽ室 秋 生

昭32学金 穂坂 邦 光

昭33学機 回奥 康 治①

昭33学機 照沼 義 光

昭33学原 吉久保 節 男

昭33学電 鳥居 由 幸

昭33学金 三浦 陽

昭33短電 伊藤 誠 二

昭33短電 佐藤 馨

昭34学原 粕谷 宏 夫
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昭34学電

昭34学電

昭34学電

昭35学機

昭35学機

昭36学機

昭36学機

昭36学機

昭36学機

昭36学機

昭36学機

昭36学機

昭36学電

昭36学電

昭36学電

昭36学電

昭36学金

昭36学金

昭37学機

昭37学電

昭37学電

昭37学電

昭37学電

昭37学金

昭37学金

昭37学化

日召371吾化

昭37短機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学機

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

昭38学電

日召381浄化

日召38学化

日召381浄化

昭38学精

昭38学精

昭39学機

昭39学機

千葉 克 男①

森田 敏 夫

高野 史 雄③

高野 久 弘

山口 宣 之

上月 秀 俊

境 茂 郎

笹生 右

真下 知 行

松本 延 四郎

横山 馨

綿引 憲 夫

小宅 仁 ②

川松 正 長

佐伯 明 良①

橋本 正 直

鈴江 芳 雄

高信 和 明

汗 弘

上田 正 雄

佐藤 栄
一

口北 嵩 晴

西川 正 登

篠原 康 祐

□舟田 隆

□寺門 紘

阿部 徳 治

白川 勇
一

河上 弘 一

小林 一

駒場 方 耀

桜井 衛

佐藤 幸
一

丹下 宏

豊田 元 雄

寺門 章

中村 好 秀

長谷川 幸 夫

半田 守 正

牧山 永 三

今橋 富 美男

大久 忠 雄

兼子 八 郎①

後藤 紀 夫

小林 渡

佐々木 登 喜夫⑤

田川 政 行①

橋本 政 巳

矢萩 久

根本 勤

熊谷 文 男①

高萩 隆 司

小島 淳

坂野 栄

橘 弘

寺内 賢 一

広瀬 行
一④

大塚 進

松浦 正 明

矢部 功
一

黒羽 昇

矢鳴 囲 男

寛 逸 男

小林 章 夫④

佐川

黒崎

原

大原

入江

横山

′J 野ヽ

大谷

回猿田

熊倉 通

飯野 嘉 郎

岡野 克 彦

曽我 道 春

新口 峻
一

広瀬 勇 二

山崎 輝 行

松本 二 郎

一重 兼 三

□大内 荘平

高久 洋 ②

田中 栄 太郎

森 俊 和

大泉 雅 靖①

寺 紘 一④

菅谷 禎 男③

回荒巻 成孝

小菌井 健

井藤 紘

下ノ村 勇

□遠藤 義和③

後藤 豊 弘

小澤 茂

六郎  昭 43学子

貞之  昭 43学化

俊彦①  昭 44学機

広哉  昭 44学子

暢泰  昭 44学子

安行① 昭 44学子

日召44学 精

義隆  昭 44学精

俊彦① 昭45学電

佐藤 将 彦

池上 毅

鈴木 善 則

石川 久

常盤 浩 央

堀日 正 治

菊地 政 行

山口 良 治

永木 利 夫①

飯塚 英 一

狩野 守

栗原 功 幸

岡本 和 彦③

五十嵐 喜 良②

柳下 幸 夫①

松田 実

福田 光 男

水島 好 彦

鳥居塚 卓

松本 久 幸

小林 裕 一

水ロ ー 郎②

深作 浩

豊福 秀 敏①

橋間 洋 子

橋本 豊 重

秋山 英 樹

鈴木 真 ①

東 學

子根本 英 次

柏木 尚 ①

合計 275名

昭46学電

昭46学電

昭46学子

昭46院機

昭47学子

昭49学機

昭50学子

昭52学子

昭53学電

昭54学精

昭56学精

昭57学機

昭57学機

昭58学電

昭60学精

昭61学建

昭63学金

平04学情

平07学電

平08院生

平16院電 ・

昭36学機

島

崎

一戸

山

平成17年度分会費納入者

平成18年度寄付者名簿
昭40学電 広瀬

昭38学機 豊田

昭19専精 /J泉ヽ 正 男

昭26専金 有賀 久

昭28学原

昭33学原

50,000

10,000

日出雄

勝雄

昭39学機

昭39学電

昭39学電

昭39学電

昭39学金

昭39学金

日召391浄化

昭39学化

昭39短機

昭40学機

昭40学電

昭40学電

昭40学電

昭40学電

昭40学電

昭40学電

昭40学金

日召40学化

昭40学化

日召401浄化

日召40学化

日召40学化

昭40学精

昭40学精

昭42学機

昭42学電

昭42学金

日召42学化

昭42学精

昭43学機

昭43学電

昭43学子

平成18年度分と同時納入の方は、平成18年度会費納入者

欄の氏名左側に数字入りの回印をつけて表示しています。

(平成18年6月1日～平成19年5月31日まで)

ご寄付有難うございました。

(平成18年6月1日～平成19年5月31日まで)

昭18専金 市島 健 男
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山 遊 会  無 慌 仁 餌 36学 9

18年 度は会員の意気が揚がり 6回 の山行となつた

こと、また高齢の藤田さんも加わり深みのある山行が

多くなつてきたことが特筆事項となりました。

1,第 11回  陣 馬 山花見登山

実施 日 2006年 4月 8日 (土)日 帰 り

企画及びリーダー :山 口良治 (昭44学精)

参加者 :8名

藤野駅から落合地区にある登山口までは、約 2キ ロ

の一般舗装道路であるが沿道を包む里山は、まさに色

とりどりの花々に飾られ、十二単で着飾った高貴な女

御の集いのような絢爛豪華さでした。

頂上に着いた頃には少 し雨粒も大きくなりましたが、

全員陣馬山頂上の標柱(857m)にタッチし (11:30)山

小屋に駆け込み、本降りからは辛 うじて免れ、清水小

屋に無事到着となりました。山野草や山桜、アセビ(馬

酔木)などを愛でながら下山。与瀬神社に辿 り着き

(15:00)無事下出できましたことの感謝の拝礼をし、幾

ばくかのお賽銭を捧げて、次回の神頼みを祈念し安堵。

2.第 12回  大 菩薩嶺
一大菩薩峠縦走

実施 日 2006年 6月 4日 (日)日 帰 り

企画及びリーダー :田崎 耕 人 (昭32学 電)

参加者 :11名  (100名 山の
一つ)

快晴とは行かなかったが、柳沢峠登山口 1,447mを

9時 50分 に出発。緩やかな上り坂、ハイキング程度の

道のりを進み順調に六本木峠、天庭峠 1,637m(11:

20)を 抜け
一路丸川峠へと向かう。ここから大菩薩嶺

まで一気に急傾斜を登り、大菩薩嶺 2,057m(13:25

～13i30)に たどり着く。

雷岩 2,017m(13:35)に て昼食をとり、ビ
ールで

喉を潤 し余 り休む暇なく、視界の開けた尾根づたいの

道を進むと中里介山の大菩薩峠 1,917m(14:50)に

ついた。小説の感傷に耽る余裕も無い。あとは石丸峠

を経て石丸峠登山口 1,592mま で
一気に下山。そこで

車中の人となり、天目山温泉 (16:30)へ 到着。

3.第 13回  会 津駒 ヶ岳 (2,133m)フ ラワ
ー登山

実施日 2006年 7月 29日 (土)&30日 (日)

企画及びリーダー :田崎 耕 人 (昭32学 電)

参加者 :8名  (100名 山の
一つ)

総勢 8名 で、東武、野岩鉄道、会津バスと乗り継い

で、檜枝岐の民宿清水屋に無事到着。早速魅の湯で汗

を流した。湯上がりに檜枝岐歌舞伎舞台、六地蔵などを

ブラブラと見物した。 夕 飯は 5時 30分 と早く、名物

の裁ちそば、イワナ、山菜と盛 りだくさんだつた。 9

時半頃には就寝。

夏山の言を避けるため予定通り4時 30分 に出発。

樹林帯の中の急な坂道をジグザクに登つてゆく。水場

で朝食をとり力を付けたところで、多少緩やかになつ

た登りに加え日も照りだした。駒の池手前から展望も

開け、雪渓、木道が見えてきた。残雪の上を吹いてくる

風がとても心地よく、また足下には、ハクサンコザク

ラ、チングルマ、イワカガミなどの高山植物の可隣な姿

が見られた。駒の小屋で少休上の後、雪渓を過ぎると

ほどなく駒ヶ岳山頂 (2,133m)に到着。中門岳へ向か

うが残雪が多く期待の花が開花しておらず、止む無く

途中から引き返した。登山高度の中間点になる水場ま

で下山しやつと昼食となった。残 り600mの 高度を慎

重に下山した。

4.第 14回  磐 梯 山と安達太良山登山

実施 日 2006年 10月 6日 (金)&7日 (土)

企画及びリーダー :田崎 耕 人 (昭32学 電)

参カロ者 :9名  (2山 とも 100名 山)

折悪しく台風の影響で暴風雨の中での強行軍とな

りました。初日安達太良山にゴンドラを利用し楽々登

る計画でしたがゴンドラが強風で運行中止のため、磐

梯山に初日に登ることになった。

磐梯山 猫 魔人方台登山口(11時 45分 )から登山開

始。風雨ともそれほど強くない感じでしたが、高度を

上げていくと、風が強く、特に風の通 り道のエリアの

通過は十分な注意が必要となった。磐梯山頂上

(1,819m)の風は強く、記念写真もそこそこにして下山。

弘法清水からの下山は余裕もでき、紅実の出肌をカメ

ラに収めながらの楽しい歩程となった。夕刻まで時間

もあり五色沼の入 り日付近の散策も楽しむことができ

た。

安達太良山 安 達太良らくらく登山計画はゴンド

ラが動かず、奥岳温泉から750mの 高度差を登ること

になった。当初は、栗師岳(1,130m)から安達太良山山

頂(1,700m)の430mの みの登山高度差であつたので、

厳しい登山となつた。頂上の狭い鎖場を強風を気をつ

けながらも制覇し一安心。登りは寒さと、汗とに苦し

んだが、下山は最高の紅葉風景を十分に楽しむ事がで

きた。

5。第 15回  奥 多摩むかしみち紅葉狩 リハイキング

実施 日 2006年 11月 23日 (木・祝 日)日帰 り

企画及びリーダー :山 口 良 治 (昭44学 精)

参加者 :10名

「奥多摩の旧甲州街道のむかしみちを、紅葉の季節に

ゆっくりした歩程で愉し (次 頁中段☆印へつづく)

写真 :全歩程踏破 し奥多摩湖畔にて参加者全員集合

左から、小林、佐竹、山口、藤日、矢野、小宅、

新沼、菅谷、林、日崎   (敬 称略)
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快 舞 会  甲 離 雛 昭 視 学局

まだ出来たてのほやほや同好会ですが、平成 18年

度は 3回 の会合を催 しました。

第 1回  平 成 18年 8月 27日 (日)

杉並区久我山会館 4名

参加者 :佐藤 久 弥 (昭30学機)夫 妻

瀬在 城 雄 (昭31学 原)夫 妻

第 2回  平 成 18年 12月 19日 (火)

所沢松井公民館 3名

参加者 :佐藤 久 弥 (昭30学 機)夫 妻

瀬在 城 雄 (昭31学 原)

第 3回  平 成 19年 1月 8日 (月)

武蔵境スイングホール 3名

参加者 :第 2回 に同じ

会員総会 平 成 19年 5月 17日 (木)

出席者 :上記 2名 の他 柳 沢 裕 (昭28学 原)、

成井 浩 (昭30学原)

欠席者 :明石 和 夫 (昭22専金)

決定事項 :

①会長 !柳沢 裕 (昭28学原)。

②会の名称 :快舞会と称する。

③年 4回 ダンスパ
ーテイを行う。

④会場は各会員が所属する会が主催するパ
ーテイの

他、一般のダンスパ
ーテイ会場やダンスホ

ール。

⑤夫婦でしている会員は出来るだけ同伴参加するも

のとし、年 1回ダンス旅行をする。

写真は H19‐5-17会員総会出席者 (敬称略)

左から 佐 藤、柳沢、瀬在、成井

☆ (前頁からつづく 山 遊会)

みましょう。」という目的で実施しました。当山遊会で

は最年長となる藤田勲 (昭 19専 原)さんが初参加され

ました。

奥多摩駅から少し離れた登山口を出発しましたが、

この道は旧青梅街道で氷川 (ひかわ)村から小河内 (お

ごうち)村 を結ぶ生活道路の匂いを残していました。

道中や地域の守り神様などがあちこちに点在 し、紅葉

は例年に無く遅れたこともあつて、イロハ楓を筆頭に

紅業の見所が沢山あり満喫しました。昼食は 2時 間半

くらい歩いた西久保見晴広場で摂 りましたが、往時の

旅の方たちの気分を少しばかり感 じたひと時でした。

昼食後は中山集落を通過して小河内ダムを左手に見な

がら、山道を歩き水根キャンプ場を通過して奥多摩湖

畔の水と緑のふれあい館に到着して全歩程踏破となり

ました。
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れますようにとの思いを込め、努力しております。 (山崎)

編集後記 査ぽ」耀翌翻岩務 ≧と暑冴畳官麗轡興訳「緊智経鶴ャ坐誘詮還力と編集担当者の努力の賜物でする今後共宜しくお願い致し

力のある企画はないものかと苦心しました。特集 「その歩みます。(鈴木)
を振り返つてみる」の中でふれている様に 「活躍人訪問」を* 6月 16日 l■l開催された多賀工業会総会で決まった主

企画、現役で会社や社会で活躍している方に直接インタビュな内容と寺門会長は留任し、新設の幹事長 (旧理事長)に 小
―し、生の声を活字にしました。初回の広瀬勇二氏 (昭40カ間正」田氏 0昭 45全羊震動 が退郵壬さオ化、 京圧洒=宅音F3Fは高叫雀導記と

詞 に昨年の総会で講演して頂き、鳥居塚卓氏 1召54学精)なりました。平成21年 に迎える本会創立70周年記念事業と
の随筆 「東京支部総会参加の魅力」に結びうきましたc今 後して多賀工業会館の増改築が決まり、年内に着工し20年 3

も皆様の期待に応えられるような企画を心がけたいと思いま月頃完成の予定と費用は大学側が4千万、本会が1千万円計

上したとの報告がありました。各支部への援助費を年度毎に  す 。皆様、案があり
ましたら編集室にご連絡下さいc(1湘

* 異 常気象が話題となり、人類としての取り組みが必要と漸次減額する件で各理事から色々意見があつたが、当初予定

されていますが、各国の利害が対立しているようです。地球の5%が 3%減 となり、19年度から平成28年 まで10年間3%

から見れば単なる気象変化サイクルと見る考えもあるようでずつ減額することになりました。従つて当支部への援助費は

すが。会報はA4版 と活字が大きくなり、会員間の
コミュニ

本年は25万 円の3%減 242,500で,10年後は185,300円とな

ケーションがより活発になることを期待しています。(菅谷)るので、今後は十分財源の考慮が必要でしよう。(三本木)
* 古 老から色々な話を聞き取つて書き残している話題が* 今 、年金問題で明け暮れています。公務員は国民の奉仕

時折報道されますが、特集 「会報第 10号 ! そ の歩みを振り者としての使命感を失わなければ、こんな大混舌断よ起こらな

返つてみる」も同じような試みです。書き残したいものは何かったのにとの思いです。この会報も 10号 として発行でき

ることになりました。これからも継続されて皆さんに愛読さ  力 ヽ これと
いう話があれば編集室にご連絡下さしヽ (兼子)

6。 第 16回  大 野山ハイキング

実施 日 2007年 2月 17日 (上)日 帰 り

企画及びリーダー :桜井 衛 (昭 38学 機)

参加者 :12名

10時 35分 に大野山ハイキングヨ
ース登山口を出発。

雑木林の道から檜混じりの杉林を通過 し、前方に牧場

が見えてくると最後の急勾配の階段になる。ここを登

り終えると舗装した車道に出て頂上(723m)に 12時 30

分到着となりました。頂上は、ほぼ 180度 の展望です

が、残念ながら富士山は瞬間的に頂上が見えただけで、

あとは雲の中でした。 し かし丹沢湖を始め、丹沢、箱

根の山々の展望は楽しむことが出来ました。今回も最

高齢の藤田勲(昭19専 原)さんが参加され 500m超 の登

山高度を2時 間弱で登りきりました。
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第 1章

第 1条

第2条

第2章

第 3条

(1)

( 2 )

(3)

(4)

(5)

(6)

( 7 )

第3章

第4条

第4章

第 5条

第6条 役 員は、次の方法によつて定める。

支部長は、幹事会の互選とし総会での承認を

得るものとする。

支部長以外は、支部長が推薦し、現

幹事会の決議を得るものとする。

第7条 役 員の職務は、次の通りである。

支部長  本 会を代表し、会の運営 ・会務執

行の責めに任ずる。

副支部長 支 部長を補佐し、支部長が職務不

能な時はその責務を代行する。

「東京支部会則」
(平成 16年 10月 23日 改正)

総則

本会は、多賀工業会東京支部と称し、その支

部事務所を支部長宅に置く。

本会は、会員相互の親睦を図り、合わせて母

校の隆昌に寄与することを目的とする。

事業

本会は、第 2条 の目的を達成するため次の事

業を行う。

会報の発行

会員名簿の整備 ・管理

会員相互の連絡及び共励共助

会員と母校との連絡

発展向上のための講演会、研修会

同好会活動

その他目標達成のため必要と認める事項

会員

本会の会員は、多賀工業会の会員で東京 ・神

奈川及び近隣に在住 ・在勤している者、並び

に支部長が特別に承認した者とする。

役員

本会は次の役員を置く。

支部長  1名

副支部長 若 干名

幹事長  1名

幹事   若 干名

会計幹事 1名

監事   2名

その他 (同好会幹事、相談役、顧問など)

若干名

鞭

幹事

第5章  会 議

第9条 支 部総会は、原則として毎年 10月 に開催す

る。但し、必要に応じ臨時支部総会を開くこ

とができる。

第 10条  支 部総会は、次の事項について審議し、出

席者の過半数の賛成で決議する。

(1)支部長人事

(2)会貝Uの改廃

(3)本会の年度決算並びに次年度予算

(4)本会の年度事業報告並びに次年度計画

(5)幹事会からの提出議案

(6)そ の他本会の目的を達成するに必要な事項

第 11条 幹 事会は、幹事をもつて構成し原則として年

4回 (2、 5、 8、 11月 の第4土曜日)

開催する。但し、必要に応じ支部長又は幹

事長が臨時に召集し開催できる。

第 12条 幹 事会は、次の事項について審議し、出席者

の3分の2以上の賛成で決議事項とする。

(1)支部長の互選及びその他役員の決定

(2)会則の改廃案

(3)本会の年度決算案並びに次年度予算案

(4)本会の年度事業報告案並びに次年度計画案

(5)総会への提出議案

(6)細則規定の改廃

(7)そ の他会務運営上必要な事項

第6章  会 計

第 13条 本 会の経費は、会員の年会費、寄付金及び本

部補助金をもつてあてる。

第 14条 現 金の保管は銀行預金の方法による。

第 15条 本 会の会計年度は、4月 1日から翌年の3月

31日 までとする。

第 16条 本 会の収支は、会計幹事が担当し、監事が会

計監査を行い総会に報告する。

付則 本 会則は、平成 16年 10月 23日 より施行する。

細則規定

第 1条

第2条

(1)

年会費は、2,000円 とし、会言十年度内に

徴収する。複数年度分の先行納入は拒まな

い。但し、
一旦納入の会費は返還しない。

会報は次の者に配布する。

年会費納入者 (但し、 5年 連続末納者には6

回目に通知し以降配布を停止する)

(2)支 部総会参加者

(3)東 京 ・神奈川に在住 ・在勤の直近3年間の卒

業生

(4)配 布希望者で支部長が許可した者

(5)そ の他多賀工業会本部及び支部等の関係者

第3条 総 会開催の案内は、会報にて発表するととも

に書面で通知する。書面による通知は、第2

条の対象者以外にも広げて発送する。

第4条 慶 弔規定は別途定める。

第5条 本 細則の改廃は、幹事会にて行う。

本細則は、平成 16年 10月 23日 より施行する。

幹事の業務を統括する。

会の運営業務を夫々分担して遂

行する。

会計幹事 本 会の収支、及び会計を担当する。

監事   会 計を啓杏し総会で報告する。

同好会幹弓桐好会毎に部長、副部長等 を定

め、自主的に運営する。

相談役  支 部長の相談に応ずる。

顧問   支 部長 ・幹事会の諮問に応ずる。

第8条 役 員の任期は2年 とし、重任を妨げない。
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